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ド済き深れに沿って楽レぐ印』』・

　「みどりの日」、残雪の山なみ・ブナの
．彩緑・野鳥のさえずり詞～そ¢す妹らしい

河岸段丘を歩こう一と第4回信濃川河岸

段丘ウオー．ク（非陣堆建・新潟耳報社・関
係市町村など主催）が行われました。

　田沢小グラウンドから小千谷市総合産
業会館サンプラザまでの42kmに昨年の約

3倍の170人が健脚を確かめるように挑
戦。。この外に津南町、川酉町、小・千谷市内

の4ゴース仁約1，600人の家族連れなど
が、すがすがしい連休の一日を満喫して
いま’した。
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■事業の概要　oコミュニティー施設1，998m2　0駐車場3，650m2　0店舗3，257m2（豆腐店、釣具店、バラエテ

ィーストアー、呉服店、生花店、靴店、婦人服店、時計・眼鏡店、総合衣料店、スーパーマーケット、ファ

ーストフード店、薬局、書籍店、日本食堂、理容店、日本そば店）

ユ　　ー・　、モ．　『一　　1ルil

村
の
中
心
地
に

　
位
置
は
、
村
の
中
心
地
の
国
道
一
一

七
号
線
と
三
五
三
号
線
が
交
差
す
る
東

側
に
建
設
さ
れ
ま
す
。

　
付
近
に
は
、
総
合
セ
ン
タ
ー
、
商
工

会
、
農
協
、
銀
行
、
郵
便
局
、
役
場
、

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
小
学
校
等
公
共

施
設
が
あ
り
、
ま
た
、
商
店
街
が
一
望

に
で
き
る
野
外
遊
戯
性
の
あ
る
上
山
児

童
遊
園
地
や
山
崎
神
社
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
利
用
者
は
、
公
用
か
ら
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
、
散
歩
、
遊
園
等
を
一
地

区
で
足
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
そ
し
て
近
く
に
は
、
タ
ク
シ
ー
会
社

や
バ
ス
の
発
着
所
が
あ
り
、
今
後
、
村

　　　　　　第三tzクター「中里村地域開発株式会社」では、地元商店の過

　　　　　　　　　　　　　　　　疎化と購買の流出に歯止めをかけようと新商店街『ユーモール』

を整備します。これは、国道117号線と国道353号線が交差する上

山と山崎の一部地内に、地域商業集積整備促進事業により整備す

るもので、総工事費は約16億円、平成4年度オーブンに向けて急

ピッチで工事が進むことになります。道都圏と東頸城郡、長野県

北部を結ぶ玄関ロとして国道改良と合まって蟻村の顔“となり大

きく変わろうとしているこの計画概要を紹介します。

道
改
良
、
国
道
拡
幅
が
行
わ
れ
れ
ば
、

バ
ス
停
や
観
光
バ
ス
の
乗
り
入
れ
等
も

で
き
る
た
め
、
将
来
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

も
考
え
ら
れ
る
好
位
置
に
建
設
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

新
し
い
村
の
顔
に

　
こ
の
施
設
は
、
「
駐
車
場
が
な
い
、
品

揃
え
が
少
な
い
、
都
会
的
感
覚
の
商
店

街
が
少
な
い
」
等
の
消
費
者
の
声
に
応

え
、
”
村
の
顔
”
で
あ
る
商
店
街
を
活
気

付
け
さ
せ
る
と
と
も
に
購
売
力
の
流
出

現
象
に
歯
止
め
を
か
け
、
村
の
経
済
流

通
の
活
性
化
を
期
そ
う
と
計
画
さ
れ
た

も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
ヨ

　
中
里
村
の
商
圏
は
、
三
十
五
億
円
、

現
在
そ
の
四
十
七
育
（
十
七
億
円
）
が

村
外
に
流
出
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
『
ユ
ー
モ
ー
ル
』
で
は
流

出
商
圏
の
八
絆
の
U
タ
ー
ン
を
見
込
み
、

※2U－MALL　中里ショッピングセンターの名称で、「U」は貴方のための“YOU”、

　なかよし広場の“友”、遊び心の“遊”、くつろぎ空間の“裕”、村民結束の“結”、

　勇気の“勇”という意味で「MALL」はショッピングセンターなどの意味。

※3商圏　商業をしようとする範囲。



グレードアップを図り

　　　　　　いながら地域性を活かす

美さん

（山崎）

岡村芳

活気にあふれる

施設に

金沢幸生さん
　　　（上山）

　
駐
車
場
が
な
く
、
信
号
の
近
く
と
い

う
こ
と
で
車
も
止
め
れ
な
く
お
客
さ
ん

に
迷
惑
を
か
け
困
っ
て
い
た
と
こ
ろ
共

同
店
舗
の
計
画
が
あ
り
参
加
し
ま
し
た
。

　
お
客
様
が
村
外
に
流
れ
て
い
る
理
由

も
あ
る
程
度
わ
か
っ
て
い
る
ん
で
す
が
、

ス
ペ
ー
ス
的
に
ど
う
し
よ
う
も
な
い
状

態
で
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
も
う
ち
ょ
っ
と
グ
レ

ー
ド
ア
ッ
ブ
し
な
が
ら
商
品
構
成
を
考

え
て
行
き
た
い
。
で
も
f
ー
お
客
さ
ん

を
呼
び
戻
せ
る
か
し
ら
？
…
…
と
に
か

く
私
身
の
ア
ッ
ケ
ラ
カ
ン
と
し
た
性
格

に
は
変
り
は
な
い
の
で
す
か
ら
気
楽
に

入
れ
る
施
設
（
全
体
が
）
に
し
た
い
で

す
。
そ
し
て
、
こ
の
地
域
牲
を
生
か
し

た
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
し
な
け

れ
ぱ
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
オ
ー
プ
ン
後
の
催
し
物
計
画
の
話
し

合
い
に
出
席
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
．

　
今
ま
で
私
の
店
で
は
、
イ
ベ
ン
ト
等

を
ほ
と
ん
ど
し
た
こ
と
が
な
か
つ
た
の

で
す
が
、
こ
れ
か
ら
は
皆
さ
ん
と
『
諸

に
企
画
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

田
の
日
や
ク
リ
ス
マ
ス
、
ま
た
、
バ

レ
ン
タ
イ
ン
デ
i
等
そ
の
時
期
に
合
っ

た
花
を
ア
レ
ン
ジ
し
た
壁
飾
り
や
花
束

を
展
示
し
、
見
て
も
ら
い
、
即
売
し
た

り
生
け
方
を
講
習
し
た
り
し
て
み
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
最
終
的
に
は
ど
ん
な
施
設
に
な
る
の

か
細
か
な
所
ま
で
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、

若
い
人
が
大
勢
集
ま
れ
て
、
こ
の
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
が
活
気
に
あ
ふ
れ
、

こ
れ
が
村
全
体
に
広
が
っ
て
行
く
よ
う

な
拠
点
に
な
れ
ぱ
い
い
で
す
ネ
。

少
し
で
も
村
外
流
出
を
防
ご
う
と
い
う

計
画
で
す
。

　
今
ま
で
国
道
に
沿
っ
て
点
在
し
て
い

た
商
店
を
同
一
地
域
に
集
約
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
店
内
も
明
る
く
雑
貨
店
雰

囲
気
か
ら
専
門
店
雰
囲
気
で
商
品
を
自

由
に
選
択
で
き
る
新
商
店
街
に
生
ま
れ

変
わ
り
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
多
雪
対
策
も
ほ
ど
こ
さ
れ

て
い
て
、
皆
さ
ん
の
来
店
の
便
を
図
る

と
と
も
に
、
節
減
し
た
労
力
を
よ
り
良

い
商
品
を
販
売
で
き
る
よ
う
店
主
は
努

力
し
ま
す
。

コ
ミ
ユ
ニ
テ
ィ
ー
施
設
併
設

　
店
舗
の
活
性
化
は
、
地
域
の
活
性
化

の
重
要
な
要
素
と
な
り
ま
す
。
そ
こ
で

ふ
れ
あ
い
を
主
と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
施
設
を
併
設
し
ま
す
。

　
そ
し
て
、
遊
戯
性
の
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
施
設
で
は
幼
児
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
だ
れ
で
も
自
由
の
時
間
に
利
用
し

て
い
た
だ
き
、
近
く
に
あ
る
公
共
施
設

と
の
併
用
に
よ
り
皆
さ
ん
の
滞
留
時
間

を
長
く
し
、
親
し
み
の
あ
る
商
店
街
に

し
ま
す
。

　
こ
の
都
市
的
雰
囲
気
を
備
え
た
施
設

で
、
若
者
に
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
発
散
の

場
、
高
齢
者
に
は
年
間
を
通
し
て
集
ま

れ
る
生
が
い
の
空
間
に
し
ま
す
。
ま
た

子
ど
も
に
は
憩
い
の
場
と
し
て
活
用
し

て
も
ら
い
、
地
域
の
歴
史
、
地
理
、
実

社
会
の
変
動
な
ど
多
く
の
知
識
を
身
に

つ
け
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
多
く
の
催
し
物
を
行
う
こ
と

に
よ
っ
て
、
近
隣
市
町
村
か
ら
も
消
費

者
を
呼
び
込
む
こ
と
も
可
能
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
店
舗
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

i
施
設
は
切
り
離
せ
な
い
重
要
な
施
設

と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
、
他
に
類
の
な

い
街
並
と
人
と
の
出
合
を
大
切
に
し
、

ゆ
と
り
の
気
持
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
配
慮
さ
れ
た
店
舗
が
『
ユ
ー
モ
ー
ル
』

で
す
．

　
そ
れ
ぞ
れ
の
室
の
特
徴
を
み
て
み
ま

し
よ
・
フ
。

〈
多
目
的
ホ
ー
ル
〉

　
こ
の
施
設
の
目
玉
で
あ
り
、
総
合
セ

ン
タ
ー
の
約
二
倍
（
椅
子
で
三
百
五
十

席
の
広
さ
）
で
、
ス
テ
ー
ジ
、
音
響
、

照
明
装
置
が
整
備
さ
れ
て
い
て
コ
ン
サ

ー
ト
等
の
催
し
物
が
で
き
ま
す
。
今
ま

で
会
場
の
都
合
で
他
市
町
へ
流
れ
て
い

た
催
し
物
に
歯
止
め
を
か
け
る
と
同
時

に
、
他
市
町
村
か
ら
も
い
ろ
い
ろ
な
催

し
物
を
誘
致
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

　
ま
た
、
催
し
物
の
な
い
時
は
、
老
人

ク
ラ
ブ
向
け
の
軽
ス
ポ
ー
ツ
等
に
利
用

で
き
る
よ
う
に
し
た
り
、
地
域
特
産
品

等
の
試
験
販
売
な
ど
地
場
産
業
お
こ
し

な
ど
に
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

〈
健
康
増
進
室
〉

　
音
響
防
音
耐
壁
造
り
に
カ
ガ
ミ
張
壁

等
特
殊
設
備
を
よ
り
多
く
導
入
し
、
若

者
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
発
散
場
所
に
活
用
。

他
市
町
村
か
ら
の
若
者
を
集
め
交
流
を

図
り
ま
す
。

　
沈
ん
だ
気
持
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
翌

日
の
仕
事
、
学
習
に
熱
意
を
持
っ
て
い

た
だ
く
所
で
す
。
デ
ィ
ス
コ
、
カ
ラ
オ

ケ
、
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
な
ど
の
仲
間
で
自

由
に
使
用
で
き
ま
す
。

ム
子
ど
も
の
広
場
〉

　
遊
具
を
設
置
し
、
子
ど
も
連
れ
客
の

利
便
性
と
、
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
も
安

全
に
遊
ば
れ
る
所
と
な
り
ま
す
。

〈
文
化
教
養
室
〉

　
他
市
町
村
に
な
い
設
備
を
導
入
、
話

題
性
を
求
め
、
学
習
で
き
る
室
と
し
ま

す
。
ま
た
、
村
の
展
望
パ
ラ
ノ
マ
を
置

く
な
ど
、
大
人
や
生
徒
、
児
童
の
教
育

向
上
を
目
指
す
室
で
す
．

二
一
〇
台
駐
車
で
き
ま
す

　
車
社
会
に
お
け
る
現
代
の
店
舗
は
、

都
市
、
地
方
に
よ
ら
ず
駐
車
場
を
備
え

て
い
な
け
れ
ば
広
域
的
な
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
機
能
を
求
め
る
消
費
者
の
行
動
圏
外

に
置
か
れ
、
地
元
消
費
購
買
額
の
減
少

に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
．
そ
こ
で
、
都

市
的
雰
囲
気
を
備
え
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
施
設
に
も
利
用
者
の
都
会
的
利
便
性

の
た
め
広
々
と
し
た
駐
車
場
が
当
然
必

要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
店
舗
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

施
設
に
は
、
冬
期
間
も
万
全
な
駐
車
場

を
備
え
皆
様
を
お
迎
え
致
し
ま
す
。

第
一
ニ
セ
ク
タ
ー
「
中
里
村
地
域
開

発
㈱
」
が
運
営
管
理

　
こ
れ
ら
の
施
設
を
多
く
の
人
が
気
楽

に
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
第
三
セ

ク
タ
ー
が
運
営
管
理
し
ま
す
。

　
『
ユ
ー
モ
ー
ル
』
は
、
出
店
さ
れ
た

商
店
の
も
の
で
な
く
、
皆
さ
ん
全
体
の

施
設
で
す
。
そ
の
た
め
、
新
規
地
場
産

業
（
特
産
品
開
発
等
）
お
こ
し
の
場
と

し
て
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

※1第三セクター　　地域開発の主役として、地方公共
　　団体（役場）と民間企業との共同出資で設立された
　　事業体。中里村では、この「中里村地域開発株式会

　　社」の外に6事業体があります。

平成3年5目／0日広報1屡勃舜♪・
　　1■r』■r醒■7　『■■■r■■■3



年度村政功労二三

　
　
成

羽島ヨリヰさん61歳島田トヨさん64歳高橋　　叡さん65歳山田正平さん75歳
（田中）保健衛生功労　（通り山）保健衛生功労　（倉俣）運輸通信功労　　（上山）社会福祉功労

津南町保健婦　9年間東大付属病院　3年間倉俣郵便局員　49年間村職員20年間

中里村保健婦　25年間上村病院助産婦42年間　うち同局長　　43年間行政相談員17年間

母子対策協議会委員　　母子対策協議会委員

母子愛育会役員　　　　母子愛育会役員

村嘱託保健婦　　　　　村嘱託助産婦

改、

。、社会の変化にとり残さ

￥くことが大切です。友達

⊃きます。皆さんにピッタ

お早目にどうぞ“

＼。（63）2493

学
て
と
す
民

には生涯にわた

れないよう自分

もでき楽しく活

リの講座がきっ

申し込みは、

　公民館では、今年度も下表の講座・サークルを開きま

す。今年度から新設される講座は、写真サークルです。

少しでも興味のある方は是非参加下さい。他の講座もい

っそう内容を充実させ皆さんをお待ちしています。

　「人生80年時代」といわれ、充実した人生を送るため

開　催　日 時　　　間 講　　　師 内　　　　　　容 場所

毎週1回
午後7時30分
　　　～9時 その都度変更 講演会を中心とした一般教養講座です 育中

館里
）村
　総
　合
　セ
　ン
　タ
　i

　（　た
　だ
　し
　陶
　芸
　教
　室
　は
　村
　民
　体

毎週金曜日 午後7時30分
　～9時30分

高野秋規さん（葎沢） 手づくり器で心豊かに、暮らしの中にうるおいを

第2・4水曜日 午後7時30分
　～9時30分

重野桂二さん（＋日町市） 絵の好きな方、版画といっしょにやってみませんか

毎週火曜日 午後7時30分　　　～9時
小杉正芳さん永井保子さん

間野佳代子さん
あなたも「コールなかさと」で歌いましょう

検　討　中
午後7時30分
　～9時30分

検　　　討　　　中 写真の好きな皆さん一緒にサークルを作りましょう

第1・3月曜日 午後7時30分
　　　～10時

料理内容によりその都度 日本、中国、西欧料理など世界の料理が楽しめます。

第1・3月曜日 午後7時30分
　　　～10時

保坂秀一さん（芋沢）
滝沢一郎さん（荒屋）

友達に差をつけたい君へ

第1・3月曜日 午後7時30分
　　　～10時

白倉増之さん（山崎） 墨のニオイに筆文字はもちろん、心も気持ちも豊かに

毎月　1回
午前9時30分

　～午後3時

午前中は踊り、書道などクラブ活動、午後には全体学習

※クラブ活動は一部保健センターです。
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懇
　

　
　
　
　
，
騨
敵

き
－
戴

　
　
　
　
　
　
　
く

．
、
欝
鱗
、

　
　
　
灘
騰

　
．
撫
灘

　
　
　
　
　
伊
　
）
　
　
イ

ニアマ無線中継局有倉山完成＝

霧難

　
　
　
　
　
　
　
　
韓

　
宮
中
の
有
倉
展
望
台
近
く

に
、
郡
市
内
初
の
ア
マ
チ
ュ
ア

無
線
用
中
継
局
（
レ
ピ
ー
タ
i
）

が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
に
は
い
ろ

い
ろ
な
周
波
数
帯
が
割
り
当
て

ら
れ
て
お
り
ま
す
が
こ
の
中
継

局
は
、
障
害
物
が
あ
る
と
電
波

の
届
き
に
く
い
U
H
F
と
呼
ば

れ
る
高
い
周
波
数
帯
に
許
可
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

　
近
く
に
は
、
小
千
谷
の
山
本

山
と
六
日
町
の
桝
形
山
に
設
置

さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
中
里
、

津
南
、
松
之
山
、
松
代
の
一
部

で
は
今
ま
で
良
好
な
交
信
が
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
を
改

善
し
、
少
し
で
も
交
信
エ
リ
ア

を
広
げ
よ
う
と
、
郡
市
内
の
ア

マ
チ
ュ
ア
無
線
家
の
有
志
が
、

地
主
の
宮
中
生
産
森
林
組
合
の

ご
協
力
に
よ
り
完
成
の
運
び
と

な
っ
た
も
の
で
す
。

　
運
用
は
、
五
月
一
日
か
ら
で

す
が
、
近
く
に
電
源
が
な
い
た

め
太
陽
電
池
に
よ
り
発
電
し
、

麟
灘

こ
れ
を
大
型
バ
ッ
テ
リ
ー
に
充

電
さ
れ
た
も
の
を
使
用
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
周
波
数
は
、
1
2
0
0
M
H

z
帯
で
波
長
は
2
5
㎝
ほ
ど
の
電

波
で
す
が
、
こ
の
中
継
局
を
利

用
す
る
こ
と
に
よ
り
有
倉
山
の

展
望
台
か
ら
見
通
せ
る
と
こ
ろ

で
あ
れ
ば
ほ
ぼ
全
域
で
良
好
な

交
信
が
で
き
、
災
害
や
非
常
時

に
は
有
効
な
通
信
手
段
と
も
な

り
ま
す
。

　
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
資
格
は
、

国
家
試
験
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ

ま
す
が
、
小
学
生
か
ら
八
十
歳

の
お
年
寄
り
ま
で
合
格
す
る
よ

う
な
簡
単
な
試
験
で
す
。
ア
マ

チ
ュ
ア
無
線
に
興
味
の
あ
る
方

は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

阿
部
一
雄
J
A
β
D
V
P

（
六
三
－
三
九
三
二
）
桔
梗
原

樋
口
福
隆
　
J
A
β
F
I
L

（
六
三
－
三
二
一
八
）
通
り
山

村
山
　
博
　
J
A
β
R
B
Z

（
六
三
－
二
〇
六
七
）
上
山

楽しく学んでいます

葺　一　　ス 対象 期　聞 國数

教　　養 村民一般 6月～ 10

陶　　芸 村民一般 5月～10月 25

絵画・木版画 村民一般 5月～11月 12

　一コーフス 村民一般 5月～11月 12

写　　真 村民一般 5月～

料　　理 青年学級 5月～11月 12

“
コ
　 ル　フ 青年学級 5月～11月 12

書　　道 青年学級 5月～11月 12

みのり学園

（高齢者講座）

60歳以上の

老　　　人
5月～3月 11

《
講
座
・
教
欝
の
謹
案
内

社会教育施設が

二公共使用者登録をニ

　
村
内
の
団
体
、
グ
ル
ー
プ
、

サ
ー
ク
ル
の
皆
さ
ん
、
中
里
村

公
民
館
公
共
使
用
者
登
録
を
し

ま
せ
ん
か
。

　
教
育
委
員
会
が
申
請
に
基
づ

き
登
録
を
承
認
し
ま
す
と
、
そ

の
団
体
等
は
原
則
と
し
て
中
里

村
公
民
館
及
び
分
館
を
無
料
で

使
用
で
き
ま
す
．

登
録
の
条
件
（
次
の
全
部
を
満

た
す
こ
と
が
原
則
で
す
）

①
教
育
、
文
化
、
福
祉
活
動
を

　
行
っ
て
い
る
団
体
等

②
活
動
の
本
拠
地
が
村
内
・
に
あ

　
る
団
体
等

③
営
利
や
宗
教
を
目
的
と
し
て

　
い
な
い
団
体
等

④
そ
の
他
条
例
や
規
則
に
基
づ

　
き
ま
す
。

申
請
書
の
提
出
先

　
申
請
書
は
中
里
村
公
民
館
に

あ
り
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を

記
入
の
上
公
民
館
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

登
録
期
間

　
平
成
三
年
度
一
年
間
で
す
。

申
請
は
年
度
途
中
で
も
で
き
ま

す
が
で
き
る
だ
け
年
度
初
め
に

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
今
ま
で
登
録
を
し
て
い
た
団

体
も
必
ず
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

平成3年5月／0日広報1屡血曜聾♪
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灘
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繕
貸出の準備をする図書委員

中
里
中
に
「
中
島
文
庫
」

　
　
”
故
中
島
桂
子
『
風
花
』
出
版
記
念
剰
余
金
“

　
こ
の
ほ
ど
、
中
里
中
学
校
図
書
室
内
に

故
中
島
桂
子
さ
ん
を
記
念
す
る
「
中
島
文

庫
」
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
去
る
二
月
二
十
日
、
「
中
島
桂

子
さ
ん
の
本
を
出
す
会
」
を
代
表
し
て
、

田
村
喜
一
さ
ん
、
蕪
木
保
雄
さ
ん
、
井
ノ

川
喜
章
さ
ん
、
村
山
武
さ
ん
か
ら
中
島
さ

ん
の
作
品
集
「
風
花
」
．
出
版
の
余
剰
金
三

十
万
円
の
寄
贈
に
よ
り
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

故
中
島
さ
ん
が
、
昭
和
二
十
六
年
か
ら
六

年
間
、
田
沢
中
学
校
の
代
用
教
員
と
し
て

奉
職
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
中
里
中
学
校

へ
寄
付
す
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

　
中
学
校
で
は
、
会
の
皆
様
方
の
篤
志
と

故
人
の
文
学
へ
の
思
い
に
お
応
え
す
る
た

め
こ
の
寄
付
金
に
よ
り
「
日
本
現
代
文
学

全
集
」
（
講
談
社
刊
全
一
〇
八
巻
、
別
巻
二

巻
、
全
集
月
報
上
下
巻
）
ひ
と
そ
ろ
え
を

購
入
し
、
「
中
島
文
庫
」
と
名
称
し
ま
し
た
。

　
中
里
中
生
徒
か
ら
も
故
中
島
さ
ん
の
よ

う
に
文
学
書
を
渇
望
さ
れ
、
文
学
に
親
し

ん
で
い
た
だ
け
る
き
っ
か
け
と
な
り
永
く

影
響
を
お
よ
ぼ
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

の
こ

”た
老作
人n
王
言ど
震
　“Il

　
昔
懐
か
し
い
ワ
ラ
細
工
な
ど
を
展
示
し

た
老
人
工
芸
展
が
、
四
月
十
三
日
㈹
、
十

四
日
㈲
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ

ま
し
た
。

　
出
展
者
は
二
十
人
、
百
三
十
点
余
り
の

真
心
の
こ
も
っ
た
「
て
ご
」
「
ざ
る
」
「
カ

ナ
ミ
」
な
ど
は
、
公
開
と
同
時
に
待
ち
か

ね
た
人
達
に
早
速
買
い
求
め
ら
れ
、
翌
日

に
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
て
し
ま
う
ほ
ど

で
し
た
。

　
こ
の
手
の
こ
ん
だ
貴
重
な
作
品
は
、
「
だ

ん
だ
ん
作
れ
る
人
が
少
な
く
な
っ
て
き
て

も
う
数
年
す
る
と
見
ら
れ
な
く
な
る
か
も

知
れ
な
い
」
と
、
主
催
の
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
役
員
が
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
そ
う
な
ら
な
い
よ
う
に
、
お
じ
い
さ
ん
、

お
ば
あ
さ
ん
、
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
来

年
も
ま
た
心
の
こ
も
っ
た
工
芸
品
を
見
せ

て
下
さ
い
ね
。

「じょうずにこしゃってるのオー」

　
　
　
　
　
じ
、
③

　
　
　
　
な

の
、
鯵

方
。
じ
　
側

ら
・
験
　
倉

お
む
　
　
ー

瓠
黙
藤
．
都

　
あ
か
し
、
む
か
し
、
、
乃
の

し
よ
う
に
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
び

商
人
が
お
り
ま
し
た
。
旅
を
し

　
　
　
ふ
た
り

て
い
た
二
人
が
、
あ
る
と
こ
ろ

　
　
　
　
　
あ

で
ぱ
っ
た
り
会
い
ま
し
た
。
そ

　
　
ふ
た
り
　
　
っ
　
　
だ
　
　
　
あ
る

こ
で
二
人
は
連
れ
立
っ
て
歩
い

　
　
　
　
　
　
は
ま
べ
　
　
　
み
　
は

て
い
ま
す
と
、
浜
辺
で
見
晴
ら

　
　
　
　
ば
し
ょ

し
の
い
い
場
所
が
あ
り
ま
し
た
。

ふ
た
り

二
人
は
、
「
こ
こ
で
や
す
も
う
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

と
、
ど
ち
ら
か
と
も
な
く
言
う

　
　
　
　
　
こ
し
　
　
お
ろ
　
　
　
　
や
す

と
、
そ
こ
へ
腰
を
下
し
て
休
み

ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
や
す

　
と
こ
ろ
が
、
休
ん
で
い
ま
す

　
　
ひ
と
り
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
む

と
、
一
人
が
あ
ま
り
眠
く
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
こ

ま
し
た
の
で
￥
と
う
と
う
横
に

　
　
　
ね

な
っ
て
寝
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
　
ひ
と
り
　
　
べ
つ
　
　
ね
む

も
う
一
人
は
別
に
眠
く
も
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
か
た
わ
　
　
　
　
ね

ま
せ
ん
の
で
、
そ
の
傍
ら
で
寝

　
　
　
ひ
と
　
　
よ
う
す
　
　
　
み

て
い
る
人
の
様
子
を
見
て
い
ま

し
た
。

　
　
　
　
　
ね
　
　
　
　
　
　
　
ひ
と
　
　
は
な

　
す
る
と
￥
寝
て
い
る
人
の
鼻

　
あ
な
　
　
　
　
　
あ
ぶ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
っ
ぴ
き

の
穴
か
ら
￥
虻
が
ブ
ー
ン
と
一
匹

と
　
　
　
だ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お

飛
び
出
し
て
き
ま
し
た
。
起
き

　
　
　
ひ
と
り
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ぶ
　
　
と

て
い
た
『
人
は
、
そ
の
虻
の
飛

　
　
　
　
ほ
う
　
　
　
み
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ぶ

ん
で
い
く
万
を
見
ま
す
と
．
虻

　
か
わ
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
ほ
う
　
　
　
い

は
川
の
向
こ
う
の
方
へ
行
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
し
ば
ら
く
す

　
　
も
ど
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
な
　
　
あ
な

る
と
戻
っ
て
き
て
ま
た
鼻
の
穴

　
は
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね

に
入
り
ま
し
た
。
す
る
と
寝
て

　
　
ひ
と
り
　
　
　
め
　
　
　
さ

い
た
一
人
が
目
を
覚
ま
し
．
「
お

　
お
れ
　
　
い
ま

お
俺
は
今
、
こ
こ
で
う
つ
う
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
め
　
　
　
み

し
て
い
た
と
こ
ろ
、
夢
を
見
て

　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
い

い
た
よ
。
こ
の
向
こ
う
へ
行
っ

　
　
　
　
　
　
か
ね
も
　
　
　
　
　
い
え

た
ら
と
て
も
お
金
持
ち
の
家
が

　
　
　
　
　
　
　
い

あ
っ
て
、
そ
こ
へ
行
っ
て
き
た

ゆ
め
　
　
　
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

夢
を
見
た
よ
」
と
￥
言
い
ま
し

た
。
す
る
と
も
う
一
人
ひ
と
り

　
し
ょ
う
に
ん

の
商
人
は
、
「
ほ
う
、
そ
う
か
ね
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
ま

と
、
い
い
ま
す
と
、
「
つ
ぽ
山
へ

い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
か
　
　
つ
ば
き
　
　
き

行
っ
て
み
た
ら
、
赤
い
椿
の
木

　
し
た
　
　
き
ん
　
　
は
い

の
下
に
金
の
入
っ
た
カ
メ
が
あ

　
　
　
み

る
の
を
見
て
き
た
よ
」
と
￥
ま

　
い
た
言
い
ま
す
の
で
￥

「
そ
う
か
ね
．
そ
う
か
ね
、
そ

　
　
　
　
　
ゆ
め
　
　
　
み

り
ゃ
あ
い
い
夢
を
見
た
が
、
ど

　
　
　
　
　
　
ゆ
め
　
　
　
　
　
　
お
れ

う
か
ね
、
そ
の
夢
を
こ
の
俺
に

レ
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

売
っ
て
く
れ
な
い
か
」
と
、
言

　
　
　
　
ゆ
め
　
　
み
　
　
し
ょ
う
に
ん

い
ま
し
た
。
夢
を
見
た
商
人
は
￥

　
　
　
　
　
　
　
ゆ
め

「
あ
あ
．
ど
う
せ
夢
な
ん
だ
か

　
　
　
　
　
　
　
ま
え
　
　
　
う

ら
￥
そ
れ
で
は
お
前
に
売
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
い

や
ろ
う
か
ね
」
と
、
言
い
ま
し

　
　
　
　
　
　
ひ
と
り

た
の
で
、
も
う
一
人
は
、

　
さ
ん
え
ん
　
　
お
れ
　
　
か

「
三
円
で
俺
が
買
う
か
ら
￥
ど

　
　
お
れ
　
　
　
う

う
か
俺
に
売
っ
て
く
れ
な
い
か

　
　
　
　
い

ね
」
と
、
言
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
う
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
め
　
　
　
う

「
じ
ゃ
あ
売
ろ
う
。
夢
を
売
る

よ
」
と
￥
い
う
こ
と
に
な
り
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
め
　
　
　
う

し
て
￥
と
う
と
う
￥
夢
を
売
っ

て
や
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
ゆ
め
　
　
か
　
　
　
　
し
ょ
う
に
ん

　
と
こ
ろ
で
夢
を
買
っ
た
商
人

　
　
ゆ
め
　
　
　
か

は
“
夢
を
買
っ
た
”
と
は
い
っ

　
　
　
　
　
　
ほ
ん
と
う

て
も
￥
「
こ
れ
が
本
当
か
ど
う
か
、

6



詩
情
豊
か
に
短
歌
を
楽
し
む

　
　
　
　
　
　
　
”
第
5
回
黄
桜
の
丘
桜
ま
つ
り
”

　
「
み
ど
り
の
日
」
、
短
歌
の
よ
さ
を
味
わ

っ
て
い
た
だ
こ
う
と
、
第
5
回
「
黄
桜
の

丘
桜
ま
つ
り
」
が
、
雨
の
た
め
宮
中
え
ん

堤
脇
か
ら
宮
中
集
落
開
発
セ
ン
タ
ー
に
会

場
を
移
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
短
歌
の
題
材
と
な
っ
た
こ
の
丘
は
、
宮

中
取
水
工
事
に
よ
る
残
土
で
で
き
た
も
の

で
、
眺
め
が
良
く
、
ま
た
、
珍
し
い
黄
色

い
桜
が
咲
く
こ
と
か
ら
短
歌
を
愛
す
る
人

達
や
地
域
の
人
達
か
ら
も
親
し
ま
れ
て
い

る
丘
で
す
。

　
入
賞
者
表
彰
後
、
村
内
外
か
ら
参
加
しが流れるなか静かに耳を傾ける参加者蕪　名

た
四
十
五
人
の
愛
好
者
の
前
で
、
あ
ら
か

じ
め
募
集
さ
れ
入
選
し
た
短
歌
が
、
貝
野

　
　
　
　
　
　
　
お
う

吟
詠
会
（
南
雲
神
鷹
、
中
島
神
粧
、
阿
部

恵
風
さ
ん
）
の
名
朗
詠
で
次
々
に
発
表
さ

れ
ま
し
た
。

〈
入
選
短
歌
V
　
選
者
　
野
本
郁
太
郎

村
長
賞

　
　
＋
日
町
市
駅
通
り
大
島
キ
ヒ

人
逃
が
れ
　
訪
ね
し
丘
の
黄
桜
に

む
へ
ん

無
辺
の
春
の
盛
り
を
仰
ぐ

観
光
協
会
長
賞

　
　
十
日
町
市
稲
荷
町
三
丁
禺
高
橋
一
代

黄
桜
の
花
の
吹
雪
は
音
も
な
し

静
か
に
燃
え
よ
　
わ
れ
の
命
も

特
　
選

　
　
十
日
町
市
　
田
中
町
本
通
り
　
蕪
木
し
ず
い

　
　
　
　
　
お
く
ど

黄
桜
の
花
の
奥
処
は
　
し
ん
し
ん
と

な
に
や
ら
哀
し
　
黄
桜
の
丘

特
　
選

　
　
中
里
村
　
新
屋
敷
　
阿
部
キ
ョ
イ

黄
桜
の
花
の
一
房
　
胸
に
さ
し

う
た
げ
宴
に
い
で
ん
　
平
成
三
年

入
　
賞

　
　
川
西
町
三
　
領
水
品

黄
桜
の
風
光
り
つ
つ
歌
石
の

花
の
吹
雪
は
　
蝶
か
ま
ぼ
ろ
し

入
　
賞

　
十
日
町
市
本
町
四
丁
目
柳

草
も
木
も
萌
え
て
盛
り
の

森
閑
と
し
て
昼
た
け
て
ゆ
く

入
　
賞
　
津
南
町
陣
場
下
滝
沢
紀
美

茜
さ
す
信
濃
大
川
　
大
鷲
の

羽
ば
た
き
よ
ぎ
る
　
影
を
落
と
し
て

入
　
賞
　
中
里
村
田
　
中
滝
沢
ノ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
ロ

黄
桜
の
花
の
祭
り
に
　
招
か
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
　
び

五
度
び
の
春
の
光
恋
う
日
日

入
　
賞
　
中
里
村
荒
　
屋
杉
谷
ミ
サ

黄、

桜
の
花
の
盛
り
を
見
た
し
と
い
う

夢
を
果
た
せ
ず
　
母
遠
く
病
む

入
　
賞

　
　
十
日
町
市
中
在
家
樋
口
い
つ

師
に
逢
わ
ん
大
き
よ
ろ
こ
び
胸
に
秘
め

今
夜
黄
桜
の
歌
を
作
ら
ん

入
　
賞

　
　
十
日
町
市
泉
六
三
関
口
　
光

源
流
の
甲
武
信
の
雪
し
ろ
流
る
ら
し

う
ね
り
豊
か
に
陽
の
溢
れ
お
り

入
　
賞

　
　
＋
日
町
市
北
鐙
坂
六
六
栗
林
静
枝

春
の
光
今
日
は
溢
れ
て
　
中
里
の

　
　
　
　
　
つ
ま

黄
桜
の
丘
　
夫
と
登
り
ぬ

　
文
子

鷹
の
巣
は

　黄桜の丘桜まつり5周年を記念

し、黄桜の丘桜まつり短歌大会5

年間の入賞作品を一冊にまとめた

歌集「黄桜の丘」を創刊しました。

価格は1，000円（税込）です。購入

希望の方は、開発課商工観光係へ

お申し込みください。

　
　
　
　
い

と
に
か
く
行
っ
て
み
よ
う
」
と
、

お
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
わ
　
　
む

思
い
ま
し
て
￥
川
の
向
こ
う
ま

　
で
　
　
　
　
　
　
　
い

で
出
か
け
て
行
き
ま
し
た
。
す

　
　
か
わ
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
な
し

る
と
川
の
向
こ
う
に
は
、
話
の

　
　
　
　
　
か
ね
も
　
　
　
　
　
い
え

と
お
り
の
お
金
持
ち
の
家
が
あ

　
　
　
　
ゆ
め
　
　
　
か
　
　
　
　
　
ひ
と

り
ま
し
た
。
夢
を
買
っ
た
人
は
￥

　
　
　
　
ほ
ん
と
う
　
　
ゆ
め

「
は
て
、
本
当
の
夢
の
と
お
り

　
　
　
　
　
か
ね
も

に
￥
こ
こ
に
お
金
持
ち
が
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
ほ
う
こ
う

そ
れ
で
は
こ
こ
に
奉
公
さ
せ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
お
も

も
ら
お
う
か
」
と
￥
思
い
ま
し

　
　
　
か
ね
も
　
　
　
　
い
え
　
　
は
い

て
、
お
金
持
ち
の
家
に
入
り
ま

　
　
　
わ
た
し
　
に
わ
は
　
　
　
　
た
の

し
て
、
「
私
を
庭
掃
き
に
頼
ん
で

　
く
だ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

は
下
さ
ら
ぬ
か
」
と
、
言
い
ま

　
　
　
　
か
ね
も

す
と
．
お
金
持
ち
は
￥
「
ま
あ
、

に
わ
は
　
　
く
ら
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
の

庭
掃
き
位
は
よ
か
ろ
う
。
頼
も

　
　
　
　
　
い

う
か
」
と
、
言
い
ま
し
た
。
そ

　
　
ゆ
め
　
　
　
か
　
　
　
　
　
ひ
と

こ
で
夢
を
買
っ
た
人
は
そ
こ
へ

ほ
う
こ
う

奉
公
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
あ
か
　
つ
ば
き
　
　
き
　
　
し
た

そ
し
て
、
「
赤
い
椿
の
木
の
下
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
か

い
う
こ
と
だ
か
ら
」
と
、
赤
い

つ
ば
き
　
さ
　
　
　
　
　
　
　
ま

椿
の
咲
く
の
を
待
っ
て
い
た
の

　
　
　
　
　
　
　
わ
け

で
す
が
ど
う
し
た
訳
か
、
そ
の

と
し
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ろ
　
　
は
な
　
　
　
さ

年
は
ほ
か
の
色
の
花
は
咲
き
ま

　
　
　
　
あ
か
　
　
　
　
　
　
　
さ

し
た
が
、
赤
だ
け
は
咲
き
ま
せ

ん
で
し
た
。

　
　
　
　
　
あ
か
　
　
つ
ば
き
　
　
し
た

「
た
し
か
に
赤
い
椿
の
下
だ
と

ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
も

言
っ
た
の
だ
が
」
と
、
思
い
ま

　
　
　
し
か
た

し
た
が
仕
方
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
ゆ
め
　
　
　
か
　
　
　
　
　
ひ
と

そ
こ
で
夢
を
買
っ
た
人
は
．

　
　
　
　
　
　
　
い
ち
ね
ん
し
ん
ぽ
う

劉
と
に
か
く
も
う
一
年
辛
抱
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
っ
し
ん

て
こ
こ
に
い
よ
う
」
と
決
心
し

ま
し
た
。

　
つ
ぎ
　
　
と
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
ば
き

　
次
の
年
に
な
り
、
ま
た
椿
の

は
な
　
　
さ
　
　
こ
ろ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
め

花
の
咲
く
頃
が
き
ま
し
た
。
夢

　
か
　
　
　
　
　
ひ
と

を
買
つ
た
人
は
、
ど
こ
に
赤
い

つ
ば
き
　
は
な
　
　
さ
　
　
　
　
　
　
お
も
　
　
　
　
そ
う

椿
の
花
が
咲
く
か
と
思
い
、
掃

挿絵大島正（干溝）

じ
　
　
　
　
　
　
　
　
み
ま
わ

除
し
た
り
見
回
っ
た
り
し
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
は
な
し
　
　
と
お

ま
し
た
ら
、
な
る
ほ
ど
話
の
通

　
あ
か
　
　
つ
ば
き
　
　
は
な
　
　
さ

り
赤
い
椿
の
花
が
咲
い
て
い
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
か

し
た
。
そ
こ
で
、
「
は
て
￥
赤
い

つ
ば
き
　
さ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
た
　
　
き
ん

椿
が
咲
い
た
が
￥
こ
の
下
に
金

　
は
い

の
入
っ
た
カ
メ
が
あ
る
と
い
う

ゆ
め
　
　
　
み

夢
を
見
た
と
い
う
こ
と
だ
が
」

　
　
　
　
　
　
つ
ば
き
　
　
し
た

と
思
い
．
そ
の
椿
の
下
を
よ
く

そ
う
じ
掃
除
し
て
み
ま
す
と
￥
ほ
ん
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
め

う
に
カ
メ
が
あ
り
ま
し
た
。
夢

　
か
　
　
　
　
ひ
と
　
　
た
い
へ
ん
よ
ろ
こ

を
買
っ
た
人
は
大
変
喜
ん
で
￥

　
き
ん
　
　
は
い

「
金
の
入
っ
た
カ
メ
が
あ
る
が
、

　
　
　
　
　
　
ほ

こ
れ
を
ひ
と
つ
堀
っ
て
い
こ
う
」

　
お
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ

と
思
い
￥
カ
メ
を
堀
り
だ
し
ま

　
　
　
　
　
　
じ
ぶ
ん
　
　
ゆ
め
　
　
か

し
た
。
そ
し
て
自
分
が
夢
を
買

　
　
　
　
　
だ
れ

つ
た
こ
と
は
誰
に
も
い
わ
な
い

　
　
　
　
　
こ
と
し
　
　
い
え
　
　
か
え

で
￥
た
だ
、
「
今
年
は
家
で
帰
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
う

て
こ
い
と
い
い
ま
す
の
で
．
奉

こ
う
　
　
　
　
　
　
か
ぎ

公
は
こ
れ
限
り
で
や
め
さ
し
て

く
だ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ね
も
　
　
　
　
た
の

下
さ
い
」
と
、
お
金
持
ち
に
頼

　
　
　
　
　
ゆ
る

み
ま
し
て
、
許
し
を
も
ら
い
￥

き
ん
　
　
は
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
か
　
　
ひ
と

金
の
入
っ
た
カ
メ
を
他
の
人
に

み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

見
つ
か
ら
な
い
よ
う
に
し
て
持

　
　
か
え

っ
て
帰
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
き
ん
　
　
も
と
で

　
そ
し
て
、
そ
の
金
を
元
手
に

　
　
　
　
　
た
い
へ
ん
　
　
た
く
さ
ん

し
ま
し
て
．
大
変
に
沢
山
あ
き

　
　
　
　
　
お
お
が
ね
も

な
い
を
し
、
大
金
持
ち
に
な
り

ま
し
た
Q
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∫

爾
撒
藤
，

　　　　　　　　　　　とし　き雄螺’灘　・吉楽季生さん

　「ヨッシー」をかいぞうしたか

いじゅうをかきました。くふうし

たのは、しっぽです。てきがきた

ら￥うしろからビームが出るよう

になっています。つのに光があた

るとみどりいろになります。

謬．響み華夫糞撒鴇）⑬

　みかはね￥はれたら外であそぶ

のが大好き。とくにすべり台とか

高いところが好きなんだ。家の中

では、ジャングルジムにのぼって

あそんでいるんだよ。宝ものはチ

ン。チンはね．おっきな犬のヌイ

グルミなんだ。たべものは何でも

たべちゃう。お田さんの作ってく

れるものはおいしいよ。おとなに

なったらかんごふさんになるんだ。

饗　＾鶴
．

灘難諦毒毒鶉

譲
鱒

癖
’

繍
懸麟㌔・

麟

　麟撫

薫鶉金賞鋼鯉金臼本り纂一ダー識ンテスト繍．馨．雛藪鰹蟹齪遡滋

ヤッタゼ！外金賞“

二貝野小リコーダー全国大会合奏でニ

　
三
月
二
十
八
日
、
千
葉
県
市
川
文
化
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
た
第
十
二
回
全
日
本
リ
コ

ー
ダ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
で
、
新
潟
県
代
表
と

し
て
出
場
し
た
貝
野
小
学
校
は
、
日
頃
の

練
習
の
成
果
を
生
か
し
、
み
ご
と
合
唱
の

部
で
金
賞
に
輝
き
ま
し
た
。
四
年
連
続
出

場
と
念
願
の
金
賞
と
い
う
快
挙
に
生
徒
、

関
係
者
は
大
喜
び
で
す
。

　
本
年
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
小
学
校
四
十
、

中
学
校
三
十
八
、
高
校
・
大
学
・
一
般
二

十
の
各
都
道
府
県
か
ら
の
予
選
通
過
校
が

出
場
し
、
す
ば
ら
し
い
演
奏
を
披
露
。
大

変
よ
い
勉
強
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　
四
年
生
以
上
二
十
五
名
は
、
県
大
会
の

講
評
で
言
わ
れ
た
音
を
合
わ
せ
る
こ
と
に

細
心
の
注
意
を
傾
け
、
き
れ
い
な
音
で
演

奏
。
指
導
の
永
井
先
生
は
、
「
組
曲
一
番
」

よ
り
H
楽
章
で
は
緊
張
し
音
の
響
き
が
伸

び
な
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
が
、
W
楽
章
で

は
そ
の
分
を
取
り
戻
し
、
完
壁
な
演
奏
が

で
き
ま
し
た
。
」
生
徒
は
、
「
県
大
会
か
ら

何
回
も
練
習
し
た
の
で
あ
が
ら
な
い
と
思

っ
て
い
た
が
、
吹
く
と
き
に
な
っ
た
ら
ド

キ
ド
キ
し
ま
し
た
。
」
と
、
う
れ
し
さ
を
隠

し
き
れ
な
い
表
情
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
．

　
新
学
期
を
迎
え
、
新
し
い
メ
ン
バ
ー
を

加
え
三
十
三
人
で
毎
日
三
十
分
、
次
の
大

会
を
目
指
し
て
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

わたしの

去
る
さ
と
⑮

博さん

東田尻
；室　ご血
1目　’弔

静
岡
県
田
方
郡
天
城
湯
ケ
島
町

　
天
城
湯
ヶ
島
町
は
、
伊
豆
半

島
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
た
と

て
も
静
か
な
町
で
す
。

　
ア
ユ
釣
り
で
有
名
な
狩
野
川

が
流
れ
、
解
禁
の
日
に
は
大
勢

の
釣
り
人
が
狩
野
川
で
ア
ユ
釣

り
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　
夏
に
な
る
と
、
東
京
や
神
奈

川
な
ど
か
ら
伊
豆
の
海
へ
海
水

浴
に
来
る
人
た
ち
で
道
路
は
大

渋
滞
に
な
っ
て
し
ま
い
、
こ
れ

も
伊
豆
の
名
物
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
大
渋
滞
を
見
る
の
も

お
も
し
ろ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

ね
。
静
岡
県
と
い
え
ば
富
士
山

で
す
が
、
川
面
に
映
る
逆
さ
富

士
が
見
ら
れ
る
所
も
あ
り
ま
す

の
で
ぜ
ひ
一
度
伊
豆
へ
出
か
け

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
天
城
湯
ヶ
島
町
に
は
、
伊
豆

の
踊
り
子
で
有
名
な
天
城
峠
が

あ
り
、
今
で
も
旧
道
は
当
時
を

思
わ
せ
る
よ
う
な
ハ
イ
キ
ン
グ

コ
ー
ス
と
し
て
残
さ
れ
、
ハ
イ

カ
ー
の
思
い
出
の
場
所
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
も
一
度
歩
い
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

神奈川県
山梨県

　
　
O

　
　
　
　
．
ム
o

　
　
　
　
　
町

　
　
　
　
　
島

　
　
　
　
　
ケ

　
　
　
　
　
湯

　
　
　
　
　
城

藻
醗
羅
　
　
天

購



総
監
督
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試合前の握手（対日本橋女学館短大チーム）なぜか“うれしそう”

上
　
村
晃

　
始
め
て
二
か
月
の
ユ
ニ
ー
バ
ー
サ
ル
ホ

ッ
ケ
ー
！
初
め
て
の
対
抗
試
合
！
そ
れ
も

全
国
大
会
！
期
待
と
希
望
と
未
知
の
挑
戦

と
に
胸
を
ふ
く
ら
ま
せ
て
、
第
5
回
全
国

大
会
に
出
場
の
た
め
東
京
夢
の
島
体
育
館

へ
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
平
成
三
年
三
月
三
十
一
日
、
午
前
四
時
、

ま
だ
暗
く
雨
の
降
る
中
を
、
我
が
中
里
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
ホ
ッ
ケ
ー
チ
ー
ム
（
ホ
ワ
イ

ト
コ
メ
ッ
ツ
）
と
芋
沢
子
供
会
チ
ー
ム
は
、

と
に
か
く
1
点
を
取
る
こ
と
を
目
標
に
、

中
里
総
合
セ
ン
タ
ー
前
を
出
発
し
ま
し

た
。　
夢
の
島
体
育
館
は
、
そ
の
周
り
に
ゴ
ミ

を
燃
や
し
た
熱
を
利
用
し
た
熱
帯
植
物
園

も
あ
り
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
、
プ
ー

ル
な
ど
も
付
い
て
い
る
大
き
な
施
設
で
す
。

そ
の
体
育
館
に
全
国
各
地
か
ら
老
若
男
女

七
十
ニ
チ
ー
ム
が
勢
揃
い
し
、
芋
沢
子
供

会
の
太
島
正
子
ち
ゃ
ん
が
、
堂
々
と
名
誉

あ
る
選
手
宣
誓
を
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

あ
ま
り
の
熱
気
と
緊
張
感
で
朝
三
時
に
起

き
た
眠
気
な
ど
、
す
っ
か
り
ど
こ
か
へ
行

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
一
回
戦
の
相
手
は
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ホ
ッ

ケ
i
発
祥
の
地
と
い
わ
れ
る
千
葉
県
の
実

籾
（
ち
も
み
）
S
C
フ
ァ
ミ
リ
ー
ズ
。
技

術
的
に
も
試
合
慣
れ
と
い
う
意
味
で
も
格

段
の
差
が
あ
る
チ
ー
ム
で
し
た
が
、
我
が

ホ
ワ
イ
ト
コ
メ
ッ
ツ
億
「
気
合
だ
け
が
勝

負
を
決
め
る
！
当
っ
て
く
だ
け
ろ
」
の
気

迫
を
も
っ
て
ぶ
つ
か
り
ま
し
た
。
何
度
か

ゴ
ー
ル
の
チ
ャ
ン
ス
は
あ
り
ま
し
た
が
、

2
対
0
で
惜
し
く
も
破
れ
ま
し
た
。

　
小
学
校
高
学
年
の
部
に
出
場
し
た
芋
沢

チ
ー
ム
は
、
東
習
志
野
ユ
ニ
ホ
ッ
ケ
ー
ク

ラ
ブ
と
対
戦
。
1
点
を
先
取
す
る
な
ど
の

大
健
闘
を
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
も
2
対
1

で
涙
を
の
み
ま
し
た
。

　
続
い
て
交
流
試
合
も
行
わ
れ
、
我
々
の

相
手
は
日
本
橋
女
学
館
短
大
チ
ー
ム
。
な

ぜ
か
皆
な
の
（
特
に
男
性
の
）
ハ
ッ
ス
ル

の
度
合
が
先
ほ
ど
の
戦
い
の
と
き
と
は
全

く
違
い
、
特
に
岡
村
憲
次
主
将
の
活
躍
は

目
ざ
ま
し
く
、
相
手
チ
ー
ム
の
ミ
ニ
ス
カ

ー
ト
の
股
間
を
ぬ
っ
て
奮
戦
し
、
な
ぜ
か

3
対
1
と
快
勝
し
ま
し
た
。

　
帰
り
の
バ
ス
の
中
は
、
缶
ビ
ー
ル
の
酔

い
も
手
伝
っ
て
、
試
合
の
あ
と
の
興
奮
の

る
つ
ぼ
と
化
し
、
夜
八
時
頃
帰
着
し
ま
し

た
。　
ユ
ニ
ホ
ッ
ケ
ー
と
は
、
い
つ
で
も
、
ど

こ
で
も
、
誰
で
も
で
き
る
と
て
も
お
も
し

ろ
い
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

　
私
た
ち
の
チ
ー
ム
は
来
年
の
大
会
に
向

け
て
、
今
か
ら
ど
ん
ど
ん
練
習
を
重
ね
、

全
国
制
覇
を
め
ざ
し
て
い
き
ま
す
。
た
く

さ
ん
の
村
民
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
待
っ
て

い
ま
す
。

きっかけは……ワ私の友達の下宿先に遊びに行っ

　　　　たらその下宿にいました。

第一印象は……り大人っぽい女性だと思った。（後

　　　　で同年生とわかった）ワ無口な人だと思

　　　　いました。

交際中は……リワドライブが好きで長野、能登、

　　　　山梨方面へよくでかけました。最近は子

　　　　どもが小さいので行けなく残念です。

お互への要望……り子どものことをしっかりみて

　　　　くれればそれでよい。ワもっと子守りを

　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
い

　
　
　
　
　
し

　
　
　
　
れ
ほ
ト
ま
と
族

梨
も
望
れ
て

山
ど
要
く
し
モ
て
い
ワ
望
な
カ

　
　
　
の

　
　
　
へ

　
　
　
互

　
　
　
お

子育てのモットーは……りあくまで自然的に育て

　　　　ています。⑫やさしい子どもに育てたい。

今やりたいことは……り自分の家が早くほしい。

　　　　ワ家族でスキーなどのスポーツがしたい。

村への要望は……り若い人が働ける場所が特に少

　　　　ないので多くしてもらいたい。ワ子ども

　　　　が本を好きなので移動図書館があればい

　　　　いですネ。

り
福
崎
和
召
　
　
ー

ワ
　
ヤ
到
さ
ん
鴛

あ
お
い
　
　
　
　
　
　
　
じ
ゅ
ん
き
　
　
　
　
　
　
ひ
と
み

癸
委
ち
ゃ
ん
・
純
基
く
ん
・
一
愛
ち
ゃ
ん

　
’
切

雛
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至
色
心
〃
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克
雪
住
宅
貸
付
金
借
入
希
望
者
は
、

5
月
31
日
ま
で
に

　中里村剣友会では、本年度新会員を

募集しています。

　指導には、剣道歴の長い一流の先生

があたります。

■対象者　小学生3年生以上と一般

　　　　（男女を問いません）

■練習日　毎週火・木曜日

■時　間　午後7時～

■場　所　田沢小体育館

■申込先　大島勝利（費63－2129）

　　　　樋口秀夫（盈63－2529）

　県内に居住する外国青年と県内の日

本青年が一堂に会し、スポーツ交流や

ディスカッション等を通じて、国際的

な相互理解を図ろうと「在県外国青年

との交流会」が行われます。新潟県・

新潟県教育委員会では参加者を募集し

ていまする

■開催期間平成3年7月19日～21日

■会　　場津南町「グリーンピア津南」

ロ応募資格　18歳以上36歳未満

■応募期問　平成3年4月19日～5月24日

■申込み・問い合わせ先

〒950新潟市新光町4番地1

　　　新潟県民生部女性児童課

　　　智025－285－5511内線2511～13

　建設省湯沢砂防工事事務所では、自

然環境・景観等地域の魅力を生かし、

活性化に寄与するとともに、土砂災害

から地域の皆さんの生命・財産を守る

ため、次の事業を行っています。

①小沢谷川砂防ダム（東田尻）

②柴倉沢上流砂防ダム（田代）

納期限　平成3年

1轟顯鰍曇撫．㊥
は＋日町財務事郵灘鯵撫…襲
所収税課へどうぞ・　　§蟷　o翻

智57－5513

「一一“｝一一一一。一一一唄一一’一一一一一一一一一一一一一一“一「
1　　平腐3年鍵

6
8
1揚《齢ポ＿ツ
l　　　rさわやか数室』

ll●瓢繋鴇婁驚’さわや
1．期日毎月第2、第4木曜日
1●時間PM7：30～9：00　　 0’o”

1・指導者派遣社教主事麟
1　　　　　武田先生
1　　　　　中里村体育指導委員

1●会場中里村民体育館

L2札盈』製⊥慾迄＿＿

　　　　　公房霧え射一ツ煮薯：参励考碁鱒
阻【『【『ぽ【『【『思【『【『解【『【『【『【『ぽ【『【『【『【『【『【『【『【『【『【『ぽ【『【『【『【『【『【『【『固【『【『

＿＿＿＿＿一一＿一＿一睡＿＿＿＿＿」

　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　。巡4・9、，
　　　　　　　　　　に．2、♪　　1

　　　　　　　　　　’＿帰21

紬軸躍一ツ　　　　　　　1
　亀ニノず一ザ珍　　　　1
　　　　　　訪ッケ畷勤1
●村のニュースポーツ「ユニバーサノレホツ1

ケー」にあなた諏り組んでみませんか・1

●期　日　毎週金曜日
　　　　　　　　　　　　　　　　1
●時　問　PM5：00～7：00
●指導者　ユニ＿．く＿サノレホッケ＿協会公1

　　　　認指導員　　　　　　1
●会　場　中里村民体育館　　　　　　　　1

●対象年齢、性別は問いません。親子1

　　　　でも、グループでも、お一人で1
　　　　もどうぞ。

便
利
な
介
護
用
品
を

　
　
　
　
展
示
し
て
い
ま
す

　
中
里
村
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
在
宅
で
寝

た
き
り
や
痴
呆
症
の
お
年
寄
り
を
介
護
し
て
い

る
皆
さ
ん
が
少
し
で
も
手
間
が
省
け
、
お
年
寄

り
等
の
方
が
少
し
で
も
快
適
な
日
常
生
活
が
送

ら
れ
る
よ
う
に
と
介
護
用
品
を
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
に
展
示
し
て
い
ま
す
。

　
展
示
品
は
、
改
良
が
日
々
進
ん
で
い
る
オ
ム

ツ
類
や
、
床
ず
れ
予
防
用
品
な
ど
五
十
点
で
す
。

　
い
つ
で
も
お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。
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懸
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灘蕪簿、欝雛
訓廣田久塁子長男）田中

顧（江・恵了子長男）干溝

瓢（南雲莫佐季長男）芋川

繍（樋・ひ穿み二男）朴木沢

茄瀕山本蕾、、孝二女）荒屋

職（刑部辮長男）田中

隣（渡邉久糞子長女）高道山

韓（羽噛理璽長女）本屋敷
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※掲載を希望されない方は届け出の

　際に申し出てください。

・交運事赦のi情報㌶

●事故発生件数　　　　　4件

●傷者　　　　　　　　5人
●死亡事故ゼロ　　　129日
　　　　　　　（4月末累計）

善意をありがとう

■寄附　社会福祉協議会へ

柳　　良度（本屋敷）　30，000円

砂
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形壌粋鎗　緬彰

◎母親学級・妊婦検診

　5月17日働　上村病院
　　母親学級／受付）12：45～13：00

　　　　　　（内容／産褥と赤ちゃん

　　　　　　　　の保育
　　妊婦検診（受付）13130～M：00

◎乳幼児検診

　く2歳児検診＞

　5月15日　保健センター

　／対象）　S63．1Q．1～H元．3．31生

　〈乳児検診＞

　5月16日　保健センター

　（対象）　H2．6。1～H2．7．31生

　　　　　H2．12．1～H3．1．31生

　〈3歳児検診＞

　5月24日　保健センター

　（対象）　S62．12．1～S63．3．31生

　＜1歳半児検診＞

　6月7日　保健センター
　（対象）　H元．8．1～H元．11．30生

※受付はいずれも13：00～13：30からです。

　国民年金制度では保険料の免除制度

を設けています。次に該当し、保険料

を納めるのが困難な方は、5月末まで

に役場国民年金係に保険料の免除申請

をしてください。

①市町村民税が賦課されていないとき

②失業して収入がないとき

③火災・風水害などで被害を受けたと

　き

④医療費などの出費で家計が苦しいと

　き

　固定資産税の評価の適正確保と納税

者の評価に対するご理解の促進に役立

つよう、平成3年度より基準地等に係

わる価格が公開されることとなりまし
た。

　公開地点は、村内において選定され

た標準的な地点（宅地）です。

　なお、公開内容をお知りになりたい

方は、役場税務課に備え付けてある公

開資料を閲覧ください。

　詳しくは、税務課へお問い合わせく

ださい。

　十日町地域消防本部では防火管理者

選任義務のある事業所及び受講希望者

を対象に次の日程で防火管理者資格付

与講習会を開催いたします。

　■日　時　6月20日（洞～21日（金）

　■会場十日町地域消防本部
　■申込方法　受講希望者は受講料

　　　　　2，000円と上半身の写真

　　　　　（横3cm×縦5cm）1枚を

　　　　　添えて下記にお申し込み

　　　　　　ください。

　■申込先　十日町市大字川治内後

　　　　　十日町地域消防本部

　　　　予防課低57－1555

■申込期問　5月20日～6月10日

■その他　　今回は甲種防火管理者

　　　　資格付与講習会のみ実施

　　　　されます。2日間受講し
　　　　なければ資格は付与され

　　　　ません。申込用紙、問い

　　　　合わせは消防中里詰所
　　　　（智63－2536）まで。

　十日町市視聴覚ライブラリーでは、

下記により16ミリ映写機講習会を行い

ます。より多くの皆様からフィルムを

扱っていただけるようご参加ください。

月 日 曜日 時間 場　　所

6
　
　
　
月

17 月 PM　　　PM
6：30～9：00

中里村総合
センター

18 火 〃

19 水 PM　　　PM
7：00～9：00

申込期限

申込先

6月3日（月）

中里村公民館（盈63－2493）

　㈲新潟県国際交流協会では、協会、

国、県、市町村、民間国際交流団体等

が行う国際交流事業への協力者として、

国際交流ボランティア（通訳・翻訳者、

ホストファミリr、日本文化・新潟紹

介者、協会事業協力者）の募集をして

います。

　詳しくは、㈲新潟県国際交流協会事

務局（盈025－285－6020）にお問い合

わせください。

　春になり、暖かくなってきましたの

で、山々では雪解けが進み、川の水が

増えてきています。清津川上流にある

二居ダムでは、流れてくる水は、そのま

ま下流へ流していますので、しばらく

の間、川の水が増えるため、河原に入

る方は、十分注意してください。

電源開発㈱関東支社奥清津電カ所

借
入
申
込
書
又
は
、
仮
借
入
申
込
書

に
提
出
し
て
下
さ
い
。

を
指
定
金
融
機
関

　
－
開
発
課
ー

◎結核検診

　5月7日～5月21日
　（健康カレンダーを参照ください。）

◎ぷ嬰オ生ワクチン

　5月13瞬　保健センター

　（対象）　初回H：2．6．1～2．H．30生

　　　　　邉加斑元．12．1～2．5．31生

　　　　　前回未投与者（満4歳未満）

今月の納税と振替日

　
　
税
料

　
　
険
険

税
税
保
保
料
料

産
車
康
金

資
動
健
年
育
道

定
自
民
民

固
軽
国
国
保
水

■
　
■
　
■
　
■
　
■
　
■

（5月31日）

（5月31日）

（5月31日）

（5月25日）

（5月31日）

（5月31日）

購　
　
購

　
　
灘

難

麟

π 広報鎚勃舜身
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平成3年5月／0日
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立
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青春しτます
　5月11日～6月10日

カレンダー一
昭和45年7月8日生まれ20歳

11仕）
春の全国交通安全運動　～20日まで
中里村スポーッ少年団入団式　合村民体育館

㊤14：30～15：30

○
看護相談合ライオン堂　（910：00～15：00

母の日

13（月）

14（幻
コーラスサークル開講合総合センター　0
19：30～

17㈹
心配ごと相談日（根津　敬）合老人福祉センター
013：30～16：00

陶芸サークル開講合村民体育館（：）19：30～

18（土）
中里村少年野球大会合中里中グラウンド0
13：30～

⑲
交通安全コンクール　合津南町総合センター
⊂）7：30～

20（月）
青年学級開講式合総合センター019：30～
写真サークル開講合総合センター019：30～

21（幻
コーラスサークル

22伽
絵画・版画教室開講合総合センター
019：30

24㈹
心配ごと相談日（村山篤稔）合老人福祉センター

013：30～16：00　　行政相談日（山田正平）
合老人福祉センター　013：30～16：00

⑳

28（幻
コーラスサークル

29㈲
成分献血　合保健センター　010：00～15：00

30㈲

31㈹
心配ごと相談日（山本ケン）合老人福祉センター

013：30～16：00

陶芸サークル

◎

4（幻
コーラスサークル

6㈲

7㈹
心配ごと相談日（藤田義一）0老人福祉センター
013：30～16：00

陶芸サークル

鉱灘難灘

※変更謙る場奮跡灘，灘輪御鯛ぬ際轍磯認巻
　　　　　　　おiね力難、麟ま雛。
諜雛

星座かに座
血液型A型
身長162cm
十日町市の天使幼稚園で3歳児

を教えています。趣味はドライブ。

スポーツはスキー、バレーボール　、
をしています・今楽しいことは仕1欝蒸

事。子どもがかわいいので、とて　．．

もおもしろいんです。将来は自分

の幼稚園を作れたらなあと思って

います。性格は明るくてお茶目。

理想の男性はやさしくて頼りがい

があって、三上博史さんのような

人。結婚は24～25歳頃かな。村へ

の要望は、若者がUターンできる

環境を整えてほしい。

）
／
瀦

ぐ
ハ
■

　⑳津南病院葎5南綿

霧⑳中条病院禅耀1

・㊧池田医院響講1

　⑳上村病院禅3重2111
凝
．野⑳津南病院謙5南翻

幕
聯
嚢
雛
灘
難
議
　

▼
G
W
は
い
か
が
で
し
た
か
。
も
う

G
W
の
遊
び
疲
れ
や
山
菜
狩
り
な
ど

の
疲
れ
も
と
れ
、
一
年
中
で
最
も
快

適
な
季
節
で
す
の
で
仕
事
も
軌
道
に

乗
っ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
こ

の
G
W
、
広
報
マ
ン
に
と
っ
て
ち
ょ

っ
と
イ
ヤ
な
連
休
な
の
で
す
。
編
集
、

校
正
に
一
番
忙
し
い
月
末
か
ら
月
始

め
に
か
け
て
休
み
が
続
く
か
ら
で
す
。

（
そ
れ
に
し
て
も
仕
事
の
段
取
り
の

悪
い
㊥
で
あ
る
）
と
に
か
く
長
い
休

日
に
事
故
が
な
く
良
か
っ
た
と
思
っ

て
い
ま
す
。
▼
事
故
と
い
え
ば
多
い

の
が
交
通
事
故
で
す
。
今
年
度
の
「
春

の
全
国
交
通
安
全
運
動
」
が
十
一
日

ω
か
ら
二
十
日
㈲
ま
で
の
十
日
間
行

わ
れ
ま
す
。
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
、
　
ヘ
ル

メ
ッ
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底
、
子

供
の
事
故
防
止
な
ど
重
点
的
に
実
施

し
ま
す
。
安
全
運
転
を
〃
“

と　　　　と

護’・・該㌧・誌
ノ
滅　f　 ，舅ノプ

・二麓難31

スギ

謡
　　ク

ユリ

（昭和60年7月25日制定）

1、自然を愛し美しい村をつくります。

1、健康で働き明るい村をつくります。

1．愛情を豊かにし心あたたかい村をつくります。

／￥教養を深め文化のかおり高い村をつくります。

1，創意をこらし活力ある村をつくります。

蕪
　
難
　
　
　
　
　
　
．
　
尋
　
酵
｝
一

観　籔　4月末現在
　　　　（）は前月比

●人ロ男3，378人（一1）女3，365人（一4）計6，743（一5）●世帯数1，639（＋5）

㌍


